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倉吉商工会議所企業景況調査報告書（平成２１年４～６月） 
 

調査対象企業 倉吉市内の商工会議所会員企業 １００社 

 （建設業22 社、製造業20 社、卸売業10 社、小売業22 社、サービス業18 社、その他８社） 

調 査 方 法 各事業所を職員が直接訪問し、聞き取り又は依頼後調査票回収による。 

調 査 時 期 平成２１年６月の約１ヶ月間 

回 収 状 況 88 社（回収率88.0％） ※前回（1～3 月）92 社（回収率92.0％） 

調査結果概要 

 

＜今期の状況＞☆業況判断は２期連続でマイナス幅縮小となったが、依然として厳しい。 
 前年同期比では、自社の業況判断▲４５．９ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比＋７．９ﾎﾟｲﾝﾄ）となり、依然として大きくマイナスとな

っているが、昨期に続きマイナス幅の縮小を見せている。内訳を見ると、全体的なマイナス幅縮小の動きの中

で、サービス業が▲６６．６ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比－１３.２ﾎﾟｲﾝﾄ）と大きく落ち込んだ。売上高の項目についても同様に、

建設業・製造業等では大きくマイナス幅が縮小したのに対し、サービス業では落ち込みが顕著に表れた。反

対に雇用人員については昨期程の数値ではないが、製造業の人員過剰傾向が目立ち、業種毎で抱える問

題点のバラつきが見てとれる。 

 

＜来期の見通し＞☆マイナス幅は若干緩やかになったものの、更なる悪化を予想。 
来期（７～９月）見通しでは、自社の業況判断▲３４．１ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比+２．５ﾎﾟｲﾝﾄ）となり、若干のマイナス幅縮

小予想となったものの、引き続き悪化見通しの比率は大きい。内訳では小売業で▲３８．８ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比+２２．３

ﾎﾟｲﾝﾄ）と、大きくマイナス幅縮小の動きを予想する業種もあったが、建設業では▲３１．６ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比－１４．０

ﾎﾟｲﾝﾄ）と、マイナス幅の拡大となり、今期の回復が受注工事の前倒し効果に過ぎないとのコメントも寄せられ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

Έ‴‗‼Ὴ 

„⁞⁞ ΅ Ὼ‗’‒―ῷ⁯᾿ ” ‚ῷ΅―„‴‎‴‎ ‚  ΅  ͂

” ‖ „ ∕ₐ⅓₰ Ό⁞⁞  ᾿  „  

⁴  ‗’‒‍  ͂

‚ ⁴‗ ”ↄ≤℗₤ΌῬ⁯᾿ ║ ║€╒→₰ ‖  ―΅⁴‾””᾿

„ ‟΅‖ „ Ὸ⁮ ‗’⁯᾿  ⁮‚ ₀ ‒―΅ῼ ΌῬ⁴  ͂

 

 

         

           

Έ‴‗‼Ὴ 

当地域の業況は依然として厳しいものの、今期調査では若干の回復が窺える事業所もあった。 

全業種の業況判断で、前年同期比の好転から悪化を引いたＤＩ値は、昨期に続き若干のマイナス幅縮

小の動きを見せたが、来期見通しではマイナス幅が若干緩やかになったものの、更なる悪化予想との

結果が出ている。 

業種別に見ると、製造業・建設業・小売業で大きく売上高回復の動きがあったが、サービス業では大き

く悪化となり、業種毎の景況感の差異が浮き彫りとなった。 

また、来期の見通しでは小売業で大きなマイナス幅縮小の予想が出ているものの、建設業では今期

の回復が一過性であるとの見方が表れている。 
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質問２ ⅎ Қҩ҇ӎ ἆ ұ Α Ẫи ӕᾡ Β 
  上位に大きな変化は無く、「売上が増えない」が各業種とも上位を占めており、「消費・需要の停滞」も上位に

上がってきている。 
 

〔上位項目〕                                                   ώΑ Β Ҳ ᾡ  

分類 １ 位 ２ 位 ３ 位 

全業種 売上が増えない(56) 消費・需要の停滞(38) 利益率が上がらない(34) 

建設業 売上が増えない(11) 利益率が上がらない(8) 
同業者間による競争の激化(7) 

販売単価､受注単価の低下･上昇難(7) 

製造業  売上が増えない(13) 
消費・需要の停滞(11) 

利益率が上がらない(11) 

卸売業 売上が増えない(6) 同業者間による競争の激化(4)、消費・需要の停滞(4) 

利益率が上がらない(4) 

小売業 売上が増えない(9) 消費･需要の停滞(8) 
販売単価､受注単価の低下･上昇難(6) 

同業者間による競争の激化(6) 

サービス業 売上が増えない(12) 
消費･需要の停滞(6) 

利益率が上がらない(6) 

その他業種 売上が増えない(5) 
同業者間による競争の激化(3) 
消費・需要の停滞(3) 

 

 

質問３ Α Β ӄҩ҇ӎΑ҇ҒΒ ἆᾬ Α Ẫи ӕᾡ Β 
 相変わらず「売上高増加策」と「利益率向上策」「経費削減策」に傾注するという回答が上位を占めている。 

 

〔上位項目〕                                                    ώΑ Β Ҳ  

分類 １ 位 ２ 位 ３ 位 

全業種 売上高増加策(63) 利益率向上策(44) 経費削減策(36) 

建設業 
売上高増加策(10) 

利益率向上策(10) 
市場競争力強化策(9) 

製造業 売上高増加策(16) 経費削減策(10) 利益率向上策(8) 

卸売業 
売上高増加策(7) 

利益率向上策(7) 
経費削減策(4) 

小売業 売上高増加策(13) 利益率向上策(8) 市場競争力強化策(6) 

サービス業 売上高増加策(13) 利益率向上策(7) 経費削減策(6) 

その他の業種 
売上高増加策(4) 

利益率向上策(4) 

市場競争力強化策(3) 

経費削減策(3) 
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質問４ Ҡұ Α ͞ẳ ⇔ Β 
 

＜建設業＞ 
○物作りの業界の景気悪化は全てに波及すると思います。 
 
○何事に対しても自由に取り組むこと。 
 
○今期は若干回復したが、公共工事の前倒し効果に過ぎず、継続して好転とはいかないと思う。 
 
○建築資材の原材料費の上昇に対して、公共工事等の設計単価が年々安くなっているという 

矛盾が業界を占めています。 
行政・その他の方々には、根拠のない低レベルな単価設定を何とかやめていただけないかと 
思っています。 

 
＜製造業＞ 
○観光市場では地域限定商品（PB 商品）が増えている。 

原料は現地調達のため、自社内の資金の流れが従来と変わってきた。対応するためには十分な 
  余裕を持たなければならない。今後の検討課題である。 
 
○今期の売上高は値上げの影響により、前期比で110%となっているが、売上数量で比較すると 
  95%程度になり、原料高騰も重なってかなり厳しい状況です。 
 
＜卸売業＞ 
○良い時があれば悪い時もある。続けることです。 
 
＜小売業＞ 
○観光施設という性格上季節変動があり、短期（3 か月）での景況比較には多少無理があります。 
 
○今年 1 月～4 月の市況は大変厳しい状況が続き、昨年の20%ダウンであったが、５月より昨年 

の数字に戻りつつある。 
市況が底を脱したというムードになれば良いのですが、一度に好転することはないでしょう。 
６月は自社の特別企画により好転しましたが、見通しは良いとは言えません。 
地元密着型の営業に徹して積極的に取組む考えです。 

 
○好天により夏の果実の市況が伸びて、農業所得の向上を期待しています。 
  
○空き店舗対策と街づくりにともなう定住人口の増加策。 
 
○不況と少子化、努力不足で３～５月は落ち込んだ。 
 
○物件入札が全県下業者対象に行われるため、受注が困難、価格競争が激化している。 
  地元優先を基本としなければ、本署機関の少ない中部地区は体力がなくなる。 
  商工会議所と行政が連携して至急に動く必要があると思う。 
 
＜サービス業＞ 
・市場悪化に伴う業務の激減。固定経費の削減策にも限度あり。 
 セーフティネットによる政府の政策は上滑りとなり、最終的には金融機関が貸し渋りをして 
 小企業の経営悪化の救済には聞く耳を持たない。 
 
・消費者が外食を控えるようになった。 
 
・近隣に温泉地が多く割安な料金を設定しているので、法事客等が観光地に流れてしまった。 
 （お客の送迎・入浴などサービス面で劣る。） 
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＜集計結果＞ 

 (    Diffus ion Index  

【製造業・非製造業別】      

  イ．売上高 ロ．売上単価 ハ．資金繰り 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -35.3  -16.3  -33.8  -28.1  -27.9  -27.7  

製造業 -52.6  0.0  0.0  -21.1  -36.8  -31.6  

非製造業 -30.3  -20.9  -43.8  -30.2  -25.3  -26.5  

       

  ニ．借入難度（含手形割引） ホ．収益状況（経常利益） ヘ．雇用人員（過剰・適正・不足） 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -22.4  -23.2  -40.7  -32.9  21.2  17.9  

製造業 -15.8  -5.2  -42.1  -16.6  31.5  26.3  

非製造業 -24.3  -28.6  -40.3  -37.5  18.1  15.4  

       

  ト．自社の業況判断     

  前年同期比 来期の見通し     

総合 -45.9  -34.1      

製造業 -63.2  -36.8      

非製造業 -40.9  -33.3      

       

【業種別】       

  イ．売上高 ロ．売上単価 ハ．資金繰り 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -35.3  -16.3  -33.8  -28.1  -27.9  -27.7  

建設業 -15.8  -5.3  -52.7  -36.9  -10.5  -21.1  

製造業 -52.6  0.0  0.0  -21.1  -36.8  -31.6  

卸売業 -12.5  -25.0  -14.3  -28.6  -42.9  -42.9  

小売業 -10.5  -15.8  -33.3  -16.7  -26.3  -22.2  

サービス業 -71.5  -40.0  -50.0  -35.8  -33.4  -35.8  

その他 -66.6  -33.3  -66.7  -40.0  -28.6  -16.7  

非製造業 -30.3  -20.9  -43.8  -30.2  -25.3  -26.5  

       

  ニ．借入難度（含手形割引） ホ．収益状況（経常利益） ヘ．雇用人員（過剰・適正・不足） 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -22.4  -23.2  -40.7  -32.9  21.2  17.9  

建設業 -21.0  -26.3  -42.1  -52.7  21.0  21.1  

製造業 -15.8  -5.2  -42.1  -16.6  31.5  26.3  

卸売業 -28.6  -42.9  -42.8  -42.8  14.3  14.3  

小売業 -27.7  -29.4  -11.1  -35.3  21.0  16.6  

サービス業 -33.3  -35.7  -66.6  -35.7  21.5  13.3  

その他 0.0  0.0  -57.1  0.0  0.0  0.0  

非製造業 -24.3  -28.6  -40.3  -37.5  18.1  15.4  

       

  ト．自社の業況判断     

  前年同期比 来期の見通し     

全業種 -45.9  -34.1      

建設業 -31.6  -31.6      

製造業 -63.2  -36.8      

卸売業 -42.8  -14.3      

小売業 -31.6  -38.8      

サービス業 -66.6  -46.1      

その他 -13.3  -7.7      

非製造業 -40.9  -33.3      
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質問２ ⅎ Қҩ҇ӎ ἆ ұ
01 大手（大企業・大型店等）の進出による競争の激化 

02 同業者の進出･新規参入業者の増加による競争の激化（大

手以外） 

03 既存同業者間による競争の激化 

04 店舗･工場（生産設備）・倉庫の不足・老朽化 

05 店舗･工場（生産設備）・倉庫の過剰 

06 在庫(商品･製品等)の過剰 

07 人件費等の経費の増加 

08 販売単価(商品･製品等)､受注単価の低下･上昇難 

09 仕入価格の上昇(商品･原材料等) 

10 消費･需要の停滞(民間・官公庁) 

11 消費者(製品)ニｰズの変化への対応 

12 過剰労働力 

13 従業員の不足･確保難 

14 熟練技術者・技能者の確保難 

15 外注・下請け単価の上昇 

16 外注・下請け業者の確保難 

17 金利負担の増加 

18 事業資金の借入難 

19 新分野進出等新規事業展開について 

20 売上が増えない 

21 合理化が進まない 

22 利益率が上がらない 

23 原材料不足 

24 代金回収条件悪化 

25 資金繰困難 

26 その他：具体的に（          ） 
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質問３ Α Β ӄҩ҇ӎΑ҇ҒΒ ἆᾬ  
 

01 売上高増加策（販売高、製品出荷高、完成工事高等） 

02 販売単価上昇策 

03 市場競争力強化策 

04 適正な生産（販売）設備配置策 

05 適正人員確保策（雇用、整理） 

06 経費削減策 

07 資金繰円滑化策（金融） 

 

                                                                                                               

 

08 利益率向上策 

09 在庫調整策 

10 仕入単価圧縮策 

11 人材育成策 

12 広告宣伝強化策 

13 新商品、新製品開発 

14 新分野事業展開 

15 その他：具体的 
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業況判断ＤＩの推移 
 

＜業種別＞ 

 
 

 1 2 3 4 5 6 

  H20 年 1～3 月 H20 年 4～6 月 H20 年 7～9 月 H20年10～12月 H21 年 1～3 月 H21 年 4～6 月 

全業種 -51.1  -63.5  -62.1  -65.1  -53.8  - 45.9  

建設業 -42.1  -58.8  -57.9  -44.5  -30.0  - 31.6  

製造業 -55.6  -50.0  -63.1  -88.2  -78.9  - 63.2  

卸売業 -88.9  -87.5  -88.9  -70.0  -44.5  - 42.8  

小売業 -47.6  -85.7  -55.0  -70.0  -57.2  - 31.6  

サービス業 -50.0  -50.0  -69.2  -50.0  -53.4  - 66.6  

その他 -12.5  -21.5  -23.1  -33.4  -26.7  - 13.3  

 

 

”   

＜業種別＞ 

 
 

 

 

1 2 3 4 5  6  

  H20 年 4～6 月 H20 年 7～9 月 H20年10～12月 H21 年 1～3 月 H21年4～6月 H21 年 7～9 月 

全業種 -58.4  -54.7  -53.6  -72.5  -37.8  -34.1  

建設業 -68.4  -41.2  -50.0  -66.7  -17.6  -31.6  

製造業 -72.2  -50.0  -33.3  -88.2  -33.3  -36.8  

卸売業 -44.5  -37.5  -88.9  -77.8  -25.0  -14.3  

小売業 -55.0  -85.0  -52.6  -83.3  -61.1  -38.8  

サービス業 -37.5  -50.0  -61.5  -50.0  -46.6  -46.1  

その他 -31.3  -21.4  -30.8  -25.0  -13.3  -7.7  
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○秘                      倉吉商工会議所企業景況調査票 
（平成2１年４月～６月期）） 

調査元：倉吉商工会議所（TEL22-2191/ＦＡＸ２２－２１９３） 

事業所名  ご担当者名  記入日 ．  ． 

業種（必須）  従業員数  ＴＥＬ  

※ＦＡＸ等でご回答の場合は、①事業所名②ご担当者名③ＴＥＬの記載については空白のままでも結構です。 

 
＜質問１＞ 前年同期と比較した今期の状況と、今期と比較した来期の見通しについてお尋ねします。該当する番号に○印をお付けください。 

項       目 
今期（21 年 4 月～6 月）の状況 来期（21 年 7 月～9 月）の見通し 

前年同期（20 年 4～6 月）と比べて ②今期と比べた来期の見通し 

イ. 売上高(完成工事高･請負工事高等) 1.増加  2.やや増加 3.不変 4.やや減少  5.減少 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

ロ. 売上単価(商品･加工･受注単価等) 1.上昇  2.やや上昇 3.不変 4.やや低下  5.低下 1.上昇  2.やや上昇 3.不変 4.やや低下  5.低下 

ハ. 資金繰り 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

ニ. 借入難度(含手形割引) 1.容易  2.やや容易 3.不変 4.やや困難  5.困難 1.容易  2.やや容易 3.不変 4.やや困難  5.困難 

ホ. 収益状況(経常利益) 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

ヘ．雇用人員（人手） 1.過剰  2.やや過剰 3.適正 4.やや不足  5.不足 1.過剰  2.やや過剰 3.適正 4.やや不足  5.不足 

ト. 貴社の業況判断 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

 

 ＜質問 2＞ 今期直面している経営上の問題点について、重要度の高い順に該当する番号を回答欄へご記入ください。 

01 大手（大企業・大型店等）の進出による競争の激化 

02 同業者の進出･新規参入業者の増加による競争の激化

（大手以外） 

03 既存同業者間による競争の激化 

04 店舗･工場（生産設備）・倉庫の不足･老朽化 

05 店舗･工場（生産設備）・倉庫の過剰 

06 在庫(商品･製品等)の過剰 

07 人件費等経費の増加 

08 販売単価(商品･製品等)､受注単価の低下･上昇難 

09 仕入価格の上昇(商品･原材料等) 

10 消費･需要の停滞(民間・官公庁) 

11 消費者(製品)ニｰズの変化への対応 

12 過剰労働力 

13 従業員の不足･確保難 

 

14 熟練技術者・技能者の確保難 

15 外注・下請け単価の上昇 

16 外注・下請け業者の確保難 

17 金利負担の増加 

18 事業資金の借入難 

19 新分野進出等新規事業展開について 

20 売上が増えない 

21 合理化が進まない 

22 利益率が上がらない 

23 原材料不足 

24 代金回収条件悪化 

25 資金繰困難 

26 その他：具体的に   

(                   ) 

 回答欄 

１

位 

 

２

位 

 

３

位 

 

 

 

 

 

＜質問 3＞ 貴社が現在（今後）進めている（いく）経営改善対策について、重要なものから順に該当する番号を回答欄へご記入ください。 

01 売上高増加策（販売高、製品出荷高、完成工事高等） 

02 販売単価上昇策 

03 市場競争力強化策 

04 適正な生産（販売）設備配置策 

05 適正人員確保策（雇用、整理） 

06 経費削減策 

07 資金繰円滑化策（金融） 

08 利益率向上策 

09 在庫調整策 

10 仕入単価圧縮策 

11 人材育成策 

12 広告宣伝強化策 

13 新商品、新製品開発 

14 新分野事業展開 

15 その他：具体的に 

（            ） 

 回答欄 

１

位 

 

２

位 

 

３

位 

 

 

 

＜質問 4＞ その他（貴社又は業界の景気動向並びに財政・金融政策等に対する要望、その他ご意見） 

 

ご協力ありがとうございました。 


